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平
成
30
年
の
年
明
け
に
当
た
り
、謹
ん
で
新
春
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、ご
家
族
お
揃
い
で
清
々
し
く

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。日
頃
よ
り
、市
政
の
運
営
に
対
し
、あ
た
た
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
は
南
砺
市
に
と
り
ま
し
て
、市
民
が
待

ち
望
ん
だ
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
く
つ
も
ス

タ
ー
ト
す
る
な
ど
、未
来
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
の

「
始
動
」の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

5
月
に
は
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
以
降
、初
め
て
と
な
る
全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連

合
会
総
会
が
城
端
の
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。天
候
に

も
恵
ま
れ
、こ
れ
ま
で
に
な
い
多
く
の
観
光
客
が
曳
山

祭
に
訪
れ
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
、伝
統
文
化
の
継
承
と
交
流
観
光
の
発
展
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

7
月
に
は
、城
端
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
向
け
た
準
備
段
階
調
査
箇

所
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
は
、南
砺
市
発
足
時
か
ら
の
悲
願
で
あ
り
、

今
後
は
1
年
で
調
査
を
完
了
し
、来
年
度
に
新
規
事
業

化
、そ
し
て
2
年
後
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
取
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、8
月
に
は
、東
海
北
陸
自
動
車
道
付
加
車
線

設
置
事
業
の
着
工
式
が
執
り
行
わ
れ
、市
内
約
10
㎞
区

間
に
つ
い
て
2
0
2
0
年
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
渋
滞
が
解
消
さ

れ
る
こ
と
や
、重
大
事
故
の
防
止
、さ
ら
に
は
念
願
の

全
線
4
車
線
化
に
大
き
な
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
11
月
に
は
、国
土
交
通
省
に
よ
る
道
の
駅

「
た
い
ら
」を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
実

証
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。北
陸
で
唯
一
実
験
地
域
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
が
、地
域
住
民
や
観
光
客
の
移
動
手

段
と
し
て
、ま
た
農
作
物
な
ど
の
物
流
手
段
と
し
て
、

過
疎
地
域
が
抱
え
る
諸
問
題
へ
の
具
体
的
な
解
決
策

と
な
る
よ
う
成
果
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
明
る
い
話
題
を
弾
み
と
し
て
、平
成
30
年

は
更
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
、市
民
が
主
体
の
活
気

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

若
者
の
進
学
等
に
よ
る
転
出
超
過
や
出
生
率
の
伸
び

悩
み
に
よ
る
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
が
、転
入
者

数
は
順
調
に
伸
び
て
お
り
、全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
移
住
定
住
施
策
の
効
果
が
現
れ
始
め
て
い
ま

す
。合
わ
せ
て
、市
外
に
居
住
し
な
が
ら
、南
砺
に
想
い

を
寄
せ
、応
援
し
て
く
だ
さ
る
「
応
援
市
民
」も
増
加
し

て
い
ま
す
。ま
た
、本
年
9
月
に「
棟
方
志
功
サ
ミ
ッ
ト
」

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
盛

り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、急
激
な
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々
な
課

題
に
対
処
し
、住
民
自
治
、地
域
振
興
を
総
合
的
に
実

施
す
る
た
め
の
、包
括
的
な
新
し
い
総
合
的
自
治
組
織

の
在
り
方
と
し
て
、南
砺
市
型「
小
規
模
多
機
能
自
治
」

の
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。自
治
振
興
会
連
合
会
を

中
心
に
、平
成
31
年
度
の
移
行
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
画
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
は
、将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
市
と

し
て
自
立
す
る
た
め
の
大
切
な
一
年
と
考
え
て
お
り

　
　
　年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

南
砺
市
長

　田
中

　幹
夫
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ま
す
。市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
や
、南
砺
幸
せ
な

ま
ち
づ
く
り
創
生
総
合
戦
略
が
平
成
31
年
度
に
最
終

年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、そ
の
確
実
な
進
捗
と
事
業

効
果
の
向
上
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。庁
舎
再

編
に
つ
き
ま
し
て
も
、行
政
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
や
既

存
庁
舎
の
跡
地
活
用
な
ど
を
含
め
た
検
討
を
、市
民
の

皆
様
方
と
と
も
に
丁
寧
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像「
緑
の
里
か
ら

世
界
へ
」の
実
現
に
向
け
て
、市
民
の
皆
様
方
と
の「
総

働
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、幸
福
感
と
満
足
感
溢
れ
た
世
界

に
誇
れ
る
一
流
の
田
舎
を
目
指
し
て
市
政
の
運
営
に

全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。皆
様
方
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
30
年
が
、明
る
く
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
年
と

な
り
ま
す
と
と
も
に
、皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、議
員
諸
氏
の
ご
理
解
の
下
、今
年
も
議

長
職
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。初

心
に
帰
り
、職
責
を
全
う
す
べ
く
誠
心
誠
意
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、緑
豊
か
な
南
砺
市
も
一
面
の
雪
景
色
と
な

り
、季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。四
季

折
々
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
自
然
豊
か
な
こ
の
南
砺
市

を
、次
世
代
に
確
実
に
繋
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、近
隣
諸
国
と
の
緊
張
感
が
増
し
、

ま
た
、地
震
や
洪
水
な
ど
の
災
害
が
い
つ
起
こ
る
と
も

わ
か
ら
な
い
中
、議
会
に
お
い
て
も
災
害
時
の
業
務
継

続
を
確
実
に
進
め
る
べ
く
、昨
年
か
ら
議
会
改
革
特
別

委
員
会
で
業
務
継
続
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま

す
。議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
、議
会
の
活
動
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、市
民
の
皆

様
に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
、更
な
る
議
会
改
革

や
活
性
化
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、南
砺
市
の
大
き
な
課
題
は
、人
口
減
少
と
公
共

施
設
再
編
で
あ
り
ま
す
。昨
年
、県
が
公
表
し
た
人
口
移

動
調
査
に
よ
る
と
、国
勢
調
査
を
ベ
ー
ス
と
し
た
推
計
人

口
が
合
併
以
後
早
く
も
5
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。そ

の
た
め
、人
口
減
少
対
策
が
急
務
で
あ
り
、地
方
創
生
総

合
戦
略
の
更
な
る
事
業
の
見
直
し
や
、一
昨
年
か
ら
進
め

て
き
た
公
共
施
設
再
編
も
そ
の
進
捗
に
向
け
て
努
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
ゆ
え
、議
会
と
し

て
も
そ
の
対
策
に
向
け
、特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
更
に

議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、合
併
以
来
、一
番
の
案
件
で
あ
っ
た
統
合

庁
舎
の
方
向
性
や
公
立
2
病
院
の
今
後
の
方
針
な
ど
、

市
の
大
き
な
課
題
が
山
積
す
る
中
、議
会
の
中
で
行
政

と
し
っ
か
り
議
論
し
、市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ

け
る
議
論
を
進
め
る
べ
く
、議
会
運
営
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、皆
様
方
に
と
っ
て

幸
の
多
い
1
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

南
砺
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　

才
川
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　1月4日、子どもからお年寄り、生活困
窮者、障がいのある方など全ての人々
が生き生きと暮らせる新たなまちづくり
の拠点となる地域包括ケアセンターが
オープン。11月には第19回「やさしい福
祉のまちづくり賞」を受賞しました。

南砺市地域包括
ケアセンター供用開始 　11月26～30日にかけて、中山間地

における人流・物流の確保や新たな
観光の流れの創出を目指す実証実
験が行われ、地元住民や観光客など
がモニター乗車を体験しました。

道の駅「たいら」を拠点とした
自動運転サービス実証実験実施

平
成
29
年
主
な
出
来
事

平成29年
南砺市
10大ニュース

から
　選ぶ

1
月

4
日

「
住
み
た
い
田
舎
」ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
総
合
部
門
3
位
、

北
陸
エ
リ
ア
1
位
獲
得
を
発
表

16
日

利
賀
村
中
村
地
内
の
旧
利
賀
ス
キ
ー
場
で
大
規
模
な
地
滑
り

発
生
、南
砺
利
賀
そ
ば
祭
り
初
の
中
止

21
日

地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
富
山
国
際
学
園
南
砺
サ
テ
ラ
イ
ト

開
設
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

28
日

桜
ク
リ
エ
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ェ
ロ
ー
に
よ
る
南
砺
市
応
援
市
民

制
度
中
間
報
告
会
＆
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

2
月

19
日

第
13
回
南
砺
市
社
会
教
育
推
進
大
会

記
念
講
演
講
師
に
森
永
卓
郎
さ
ん

25
日

じ
ょ
う
は
な
座
で「
潭
陽
×
南
砺
」国
際
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム

26
日

ア
ー
パ
ス
でTO

GA
森
の
大
学
校
構
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

26
日

桜
ク
リ
エ
でCATS

×PARU
S

×
南
砺
市
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

28
日

桜
ク
リ
エ
で
南
砺
市
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

3
月

11
日

桜
ク
リ
エ
マ
ッ
チ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム2017Spring

（Sum
m
er

と

Autum
n

も
夏
秋
に
開
催
）

17
日

南
砺
市
文
化
芸
術
振
興
実
施
計
画
完
成

策
定
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
田
中
市
長
へ
提
出

26・27
日	

	

た
い
ら
ス
キ
ー
場
で
第
37
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

	

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
競
技
モ
ー
グ
ル
種
目

27
日

城
端
児
童
館「
さ
く
ら
っ
こ
」竣
工
式

4
月

9
日

旧
上
平
小
学
校
跡
地
を
利
活
用
し
た
上
平
診
療
所
と
上
平
公
民

館
が
竣
工

22
日

国
登
録
有
形
文
化
財「
齋
賀
邸
住
宅
」が
交
流
観
光
拠
点
施
設

「
や
え
も
ん
や
」と
し
て
オ
ー
プ
ン

5
月

5
日

全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連
合
会
総
会「
南
砺
市
城
端
大
会
」

19
日

南
砺
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会
・
民
生
委
員
創
設
百

周
年
記
念
講
演
会

20
日

第
4
回TO

GA

天
空
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
過
去
最
多855

名
が
出
走

27
日

平
成
29
年
度
第
1
回
市
民
大
学
講
演
会
開
催

講
師
に
宇
梶
剛
士
さ
ん

6
月

10・11
日
　
桂
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
五
箇
山
音
楽
祭

7
月

31
日

桜
ク
リ
エ
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
座
談
会
〜
将
来
の
わ
た
し
へ
〜

8
月

3
日

エ
ラ
ー
ホ
ー
ス
ト
・
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
が
新
任
国
際
交
流
員
と
し
て

赴
任

5
日

東
海
北
陸
自
動
車
道
付
加
車
線
設
置
事
業
着
工
式

5
日

な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ〈
高
校
生
コ
ー
ス
〉　	

※
子
育
て
世
代（
9
／
2
）・
若
者
コ
ー
ス（
10
／
5
）も
順
次
開
催

22
日

南
砺
市
に
お
け
る
高
校
再
編
に
関
す
る
意
見
交
換
会

9
月

2
日

な
ん
と
女
性
起
業
塾「
本
気
塾
」入
塾
式

8
日

福
野
庁
舎
で
五
箇
山
ぼ
べ
ら
推
進
協
議
会
設
立
総
会

9
日

閑
乗
寺
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ェ
ス
タ「
フ
ァ
ミ
ス
タ
」

10
～
13
日
　
福
光
地
域
で
棟
方
ま
つ
り
開
催

20
日

福
野
庁
舎
で
第
1
回
南
砺
市
型
小
規
模
多
機
能
自
治
市
民
会
議

10
月

7
日

元
気
と
や
ま
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ーin

南
砺
、為
末
大
陸
上
教
室

8
日

世
界
遺
産
五
箇
山
・
道
宗
道
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会

10
日

桜
ク
リ
エ
で「
南
砺
市
×
サ
ク
ラ
ク
エ
ス
ト
間
野
山
市
」姉
妹
都
市

提
携
調
印
式

2
日
～
11
月
7
日
　	

い
の
く
ち
椿
館
、各
地
域
審
議
会
、城
端
庁
舎
で
庁
舎

再
編
に
係
る
意
見
交
換
会

11
月

10
日

井
口
中
学
校
と
い
の
く
ち
椿
館
で
南
砺
市ICT

活
用
遠
隔
協
働
学

習
研
究
発
表
会

10
～
19
日
　
桜
ク
リ
エ
で
多
彩
南
砺
ウ
ィ
ー
ク2017

26
～
30
日
　	

道
の
駅「
た
い
ら
」を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実

証
実
験

12
月

10
日

じ
ょ
う
は
な
座
で
城
端
線120

年
記
念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　1月16日に1回目、20日に2回
目の大規模な地滑りが発生。
県道が通行止めとなり上百瀬
集落が一時孤立。国・県・市に
よる対策工事で29日に迂回路
が開通するが南砺利賀そば祭
りは初の中止となりました。

利賀村中村地内の
旧利賀スキー場で
大規模な地滑りが発生

　庁舎再編に係る市民との意見交換会を議会主催・市主
催で実施。各地域審議会でも意見交換が行われ、多様な意
見や提言が寄せられました。
　また、8月には「南砺市における高校再編に関する意見交
換会」が開催され、1学年4学級未満または160人未満の学
校を再編統合の対象とする県教育委員会の再編基準など
に異論が噴出しました。

庁舎再編に係る意見交換会を順次開催。
8月には高校再編に関する意見交換会も

　ユネスコ無形文化遺産登録後初めての全国大会に全国から約450名が
参加。全国33件の山・鉾・屋台行事の保存会など関係団体代表者に文化
庁長官から無形文化遺産登録認定書が伝達されました。

城端曳山祭にあわせて
全国山・鉾・屋台保存連合会総会
「南砺市城端大会」開催

4
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なんと未来ミーティングを順次開催

　9月20日、住民自治や協働のまちづくりをより有効に推進する手法
について検討する第1回南砺市型小規模多機能自治市民会議を開
催。6回の会議を経て5グループが1月31日に提言発表を行う予定。

南砺市型小規模多機能自治
市民会議スタート

　市長が将来を担う若い世代（高校生・子育て世代・若者）から意見や提言
を伺い、これからのまちづくりについて共に考える座談会を8、9、10月に実施。
市政についての活発な意見交換が行われました。

　8月5日、桜ヶ池クアガーデンで事業着工式が開催され、2020
年の事業完成の無事を祈るとともに石井知事と呉西地区5市長
が飛騨清見IC～小矢部JCT間の4車線化を求める共同宣言
を行いました。

東海北陸自動車道
付加車線設置事業着工式

城端児童館「さくらっこ」竣工

　（株）宝島社発行「田
舎暮らしの本」住みたい
田舎ランキングで総合3
位、北陸エリア1位獲得
を発表。昨年を上回る
高順位獲得で、南砺市
への移住定住の優位性
アピールに貢献。

「住みたい田舎」
ベストランキング総合3位獲得

　3月27日、旧幼稚園舎を活用していた城端児童館の老朽化に伴
う改築工事が無事に完了し竣工式が行われ、児童館と学童保育
が一体化した地域の子育て拠点施設として4月から供用を開始。

1
月

4
日

「
住
み
た
い
田
舎
」ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
総
合
部
門
3
位
、

北
陸
エ
リ
ア
1
位
獲
得
を
発
表

16
日

利
賀
村
中
村
地
内
の
旧
利
賀
ス
キ
ー
場
で
大
規
模
な
地
滑
り

発
生
、南
砺
利
賀
そ
ば
祭
り
初
の
中
止

21
日

地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
富
山
国
際
学
園
南
砺
サ
テ
ラ
イ
ト

開
設
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

28
日

桜
ク
リ
エ
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ェ
ロ
ー
に
よ
る
南
砺
市
応
援
市
民

制
度
中
間
報
告
会
＆
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

2
月

19
日

第
13
回
南
砺
市
社
会
教
育
推
進
大
会

記
念
講
演
講
師
に
森
永
卓
郎
さ
ん

25
日

じ
ょ
う
は
な
座
で「
潭
陽
×
南
砺
」国
際
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム

26
日

ア
ー
パ
ス
でTO

GA

森
の
大
学
校
構
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

26
日

桜
ク
リ
エ
でCATS

×PARU
S

×
南
砺
市
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

28
日

桜
ク
リ
エ
で
南
砺
市
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

3
月

11
日

桜
ク
リ
エ
マ
ッ
チ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム2017Spring

（Sum
m
er

と

Autum
n

も
夏
秋
に
開
催
）

17
日

南
砺
市
文
化
芸
術
振
興
実
施
計
画
完
成

策
定
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
田
中
市
長
へ
提
出

26・27
日	

	

た
い
ら
ス
キ
ー
場
で
第
37
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

	

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
競
技
モ
ー
グ
ル
種
目

27
日

城
端
児
童
館「
さ
く
ら
っ
こ
」竣
工
式

4
月

9
日

旧
上
平
小
学
校
跡
地
を
利
活
用
し
た
上
平
診
療
所
と
上
平
公
民

館
が
竣
工

22
日

国
登
録
有
形
文
化
財「
齋
賀
邸
住
宅
」が
交
流
観
光
拠
点
施
設

「
や
え
も
ん
や
」と
し
て
オ
ー
プ
ン

5
月

5
日

全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連
合
会
総
会「
南
砺
市
城
端
大
会
」

19
日

南
砺
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会
・
民
生
委
員
創
設
百

周
年
記
念
講
演
会

20
日

第
4
回TO

GA

天
空
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
過
去
最
多855

名
が
出
走

27
日

平
成
29
年
度
第
1
回
市
民
大
学
講
演
会
開
催

講
師
に
宇
梶
剛
士
さ
ん

6
月

10・11
日
　
桂
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
五
箇
山
音
楽
祭

7
月

31
日

桜
ク
リ
エ
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
座
談
会
〜
将
来
の
わ
た
し
へ
〜

8
月

3
日

エ
ラ
ー
ホ
ー
ス
ト
・
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
が
新
任
国
際
交
流
員
と
し
て

赴
任

5
日

東
海
北
陸
自
動
車
道
付
加
車
線
設
置
事
業
着
工
式

5
日

な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ〈
高
校
生
コ
ー
ス
〉　	

※
子
育
て
世
代（
9
／
2
）・
若
者
コ
ー
ス（
10
／
5
）も
順
次
開
催

22
日

南
砺
市
に
お
け
る
高
校
再
編
に
関
す
る
意
見
交
換
会

9
月

2
日

な
ん
と
女
性
起
業
塾「
本
気
塾
」入
塾
式

8
日

福
野
庁
舎
で
五
箇
山
ぼ
べ
ら
推
進
協
議
会
設
立
総
会

9
日

閑
乗
寺
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ェ
ス
タ「
フ
ァ
ミ
ス
タ
」

10
～
13
日
　
福
光
地
域
で
棟
方
ま
つ
り
開
催

20
日

福
野
庁
舎
で
第
1
回
南
砺
市
型
小
規
模
多
機
能
自
治
市
民
会
議

10
月

7
日

元
気
と
や
ま
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ーin

南
砺
、為
末
大
陸
上
教
室

8
日

世
界
遺
産
五
箇
山
・
道
宗
道
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会

10
日

桜
ク
リ
エ
で「
南
砺
市
×
サ
ク
ラ
ク
エ
ス
ト
間
野
山
市
」姉
妹
都
市

提
携
調
印
式

2
日
～
11
月
7
日
　	

い
の
く
ち
椿
館
、各
地
域
審
議
会
、城
端
庁
舎
で
庁
舎

再
編
に
係
る
意
見
交
換
会

11
月

10
日

井
口
中
学
校
と
い
の
く
ち
椿
館
で
南
砺
市ICT

活
用
遠
隔
協
働
学

習
研
究
発
表
会

10
～
19
日
　
桜
ク
リ
エ
で
多
彩
南
砺
ウ
ィ
ー
ク2017

26
～
30
日
　	

道
の
駅「
た
い
ら
」を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実

証
実
験

12
月

10
日

じ
ょ
う
は
な
座
で
城
端
線120

年
記
念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
住
民
自

治
」の
原
則
の
も
と
、地
域
課
題
解
決
を

は
か
る
総
合
的
な
地
域
組
織
づ
く
り
を

目
指
し
、８
月
に
募
集
し
た
市
民
委
員
38

名
が
、富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構
の

支
援
を
受
け
て
、市
街
地
や
平
野
部
、山

間
部
の
課
題
を
共
有
し
、解
決
策
や
地
域

組
織
の
あ
り
方
、課
題
解
決
事
業
な
ど
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、こ
の
市
民
会
議
の
提
言

を
市
内
31
地
区
の
自
治
振
興
会
へ
提
供

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
住
民
自

治
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
回
は
、５
回
に
わ
た
る
市
民
会
議
の

内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
第
１
回
　
９
月
20
日（
水
）

急
激
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
で

様
々
な
課
題
が
表
面
化
し
て
い
る
現
状
に

伴
い
、地
域
組
織
の
見
直
し
を
行
な
い
、地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
サ
ー
ビ
ス
や
事

業
を
進
め
る
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

�

　
第
２
回
　
10
月
15
日（
日
）

講
師
の
川
北
秀
人
氏（
I
I
H
O
E
）

か
ら
今
後
の
南
砺
市
が
直
面
す
る
課
題
、

地
域
組
織
の
あ
る
べ
き
姿
、住
民
総
力
を

挙
げ
た
「
小
規
模
多
機
能
自
治
」の
手
法

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、若
者
や
女

性
に
地
域
課
題
を
自
分
事
と
し
て
興
味

を
も
っ
て
も
ら
う
必
要
性
や
、ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
で
広
く
意
見
を
集
め
る
こ
と
の
有
効

性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

�

　
第
３
回
　
11
月
１
日（
水
）

富
山
大
学
の
金
岡
省
吾
教
授
か
ら
、小

規
模
多
機
能
自
治
へ
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、若

者
や
女
性
を
巻
き
込
み
、地
区
で
行
な
う

新
規
事
業
の
事
例
や
事
業
の
立
ち
上
げ

方
、無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
「
採
算

の
と
れ
る
」
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。ま
た
、南
眞
司
政
策
参
与
か

ら
地
区
で
取
り
組
む
通
所
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
紹
介
が
あ
り
、元
気
な
高

齢
者
が
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を

支
え
る
社
会
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
可

能
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
第
４
回
　
11
月
18
日（
土
）

地
区
の
将
来
像
と
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
人
口
問
題
、
子
育
て
・
高
齢
者
支

援
、空
き
家
問
題
、地
域
経
済
、人
口
減
少

に
対
応
で
き
る
組
織
や
事
業
の
運
営
等

様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

子どもたちが帰って
来たくなる地域づくりを！

　
第
５
回
　
12
月
３
日（
日
）

自
治
振
興
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

公
民
館
で
の
現
状
の
取
り
組
み
、こ
れ
か

ら
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。地
区

の
課
題
を
洗
い
出
し
、若
者
や
女
性
が
自

分
事
と
し
て
地
域
活
動
に
興
味
を
持
ち

参
加
す
る
望
ま
し
い
組
織
体
制
な
ど
を

検
討
し
ま
し
た
。

地域課題を解決できる
組織づくりが必要です

　
第
6
回
　
12
月
23
日（
土
）

提
言
作
成
に
向
け
て
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催

このような状況に
なっていませんか？

地域の課題を
解決していない！

一人でいくつもの
役職で大変！

若い人や女性が
意見を言えない！

行事と会議
ばかり！

婦人会が存続
できなくなった！

南
砺
市
型
小
規
模
多
機
能
自
治 

市
民
会
議 

開
催
中

3年後には4500万円の売り上げに！

柑橘を中心に地域の
産品を詰め込んだ
「きてら」セットの販売

しかし、倒産の危機に… 33㎡の中古プレハブ

平成11年
地域住民の出資で
直売所（10万円×31人）

問い合わせ 　南砺で暮らしません課 協働のまちづくり係 (協働のまちづくり支援センター内 )　☎2037

［通所型介護予防サービス事業の様子］ ［和歌山県田辺市の地域ビジネス事例］

●市長への提言
　地域特性で分けた５グループからの提言を発表します
　▽日時　1月31日(水)	午後7時～8時　　▽場所　福野庁舎講堂

今後の
予定

傍聴申し込みは不要です
ご自由にお越しください

6
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市
で
は
、市
内
小
規
模
事
業
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
実
情
を
踏
ま

え
、廃
業
に
と
も
な
う
雇
用
の
機
会
や
貴
重

な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
な
ど
の
喪
失
を
防
ぐ
た

め
、後
継
者
に
経
営
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る

際
に
行
う
既
存
店
舗
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
後
継
者
支
援
事
業
を

活
用
し
て
食
堂
を
開
店

豆
富
・
仕
出
し
弁
当
製
造
販
売
の
㈲
富

田
食
品（
福
光
）を
経
営
し
て
い
る
富
田
耕

司
さ
ん
、浄
枝
さ
ん
ご
夫
妻
は
、平
成
29
年

１
月
に
先
代
か
ら
経
営
を
引
き
継
ぎ
、小

規
模
事
業
者
後
継
者
支
援
事
業
を
活
用
し

て
「
に
こ
に
こ
食
房
」（
田
中
）を
開
店
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、富
田
夫
妻
に
話
を
聞
き
ま
し

た
。

▽
食
堂
開
店
の
き
っ
か
け
は
？

以
前
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、家
業
の

豆
富
店
で
働
き
始
め
て
１
月
に
お
店
を
継

ぎ
ま
し
た
。も
と
も
と
両
親
が
営
ん
で
き
た

豆
富
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
ぎ
、調

理
師
・
栄
養
士
の
資
格
を
生
か
し
て
、体
に

や
さ
し
く
美
味
し
い
も
の
を
提
供
す
る
飲

食
店
を
経
営
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
想
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、工
場
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
あ
わ
せ
て
お
店
を
新
築
。10

月
に
「
に
こ
に
こ
食
房
」
を
夫
婦
で
開
店
し

ま
し
た
。

▽
制
度
を
活
用
し
て
よ
か
っ
た
点

商
工
会
か
ら
小
規
模
事
業
者
後
継
者

支
援
事
業
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、工
場
の
リ

フ
ォ
ー
ム
、設
備
の
更
新
、お
店
の
新
築
に
支

援
制
度
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

支
援
制
度
の
お
か
げ
で
、設
備
や
備
品
を

思
い
切
っ
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

▽
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

　お
か
げ
さ
ま
で
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
美
味
し

く
て
体
に
や
さ
し
い
メ
ニュ
ー
を
提
供
し
、リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、こ
の
地
に
根
を
下
ろ

し
て
お
店
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

に
こ
に
こ
食
房
で
は
、県
産
大
豆
を
使
っ

た
自
家
製
豆
乳
、自
慢
の
豆
富
を
生
か
し

た
ヘ
ル
シ
ー
な
定
食
や
、肉
・
魚
料
理
が
メ
イ

ン
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
定
食
を
提
供
し

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
温
か
い
メ

ニ
ュ
ー
も
登
場
す
る
予
定
と
の
こ
と
。身
も

心
も
温
ま
る
美
味
し
く
体
に
や
さ
し
い
豆

富
メ
ニュ
ー
が
楽
し
み
で
す
ね
。

【
小
規
模
事
業
者
後
継
者
支
援
事
業
の
概
要
】

支

援

対
象
者

・�市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る�

小
規
模
事
業
者

�（
従
業
員
規
模
５
人
以
下
）

・親
族
以
外
で
も
Ｏ
Ｋ

対
象
業
種
・�小
売
業
、宿
泊
業
、飲
食
業
、�

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

補
助
対
象

経

費
・�倉
庫
、駐
車
場
を
含
む
店
舗
の�

改
装
費

・設
備
、備
品
購
入
費

・名
義
変
更
費
用
、販
売
促
進
費
用

�（�

市
内
業
者
に
発
注
す
る
も
の
に

限
る
）

補
助
率
・補
助
対
象
経
費
の
１
／
２

�（
移
住
者
は
6
／
10
）

補

助

限
度
額
・３
０
０
万
円
以
内

�（
移
住
者
は
３
６
０
万
円
以
内
）

こ
の
ほ
か
に
も
起
業
家
・
後
継
者
な
ど
を

応
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニュ
ー
が
あ
り
ま

す
。起
業
、創
業
、事
業
承
継
な
ど
を
お
考

え
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　商
工
課
　
☎

２
０
１
８

輝
け
！ 

南
砺
ブ
ラ
ン
ド 

第
6
回

にこにこ食房

富田さんご夫妻

自慢の豆富を使った定食

意
欲
あ
る
小
規
模
事
業
者
の
後
継
者
を
応
援
し
ま
す
！
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問い合わせ 　地方創生推進課　☎2002

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
宝
く
じ
）助
成

�

活
用
事
例
紹
介

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、宝
く
じ
受

託
事
業
収
入
を
財
源
に（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」の
助

成
を
受
け
て
、平
成
29
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備

品
の
整
備
を
行
っ
た
団
体
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

城
端
地
域
の
北
野
地
区

自
治
振
興
会
で
は
、式
年
太

鼓
に
使
用
す
る
太
鼓
の
老

朽
化
や
台
数
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
、こ
の
た
び

宝
く
じ
助
成
金
で
太
鼓
を

新
調
し
ま
し
た
。

今
回
の
整
備
で
、継
承
意
欲
が
高
ま
り
子
ど
も
た
ち

の
育
成
も
活
発
に
な
り
、地
域
活
力
向
上
と
担
い
手
確

保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

井
波
地
域
の
今
町
三
区

自
治
会
で
は
、春
季
例
大
祭

の
巡
行
屋
体
が
平
成
28
年

5
月
に
突
風
を
受
け
て
破

損
し
、運
行
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、宝
く
じ

助
成
金
で
修
繕
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、屋
体
巡
行
が
再
び
可
能
と
な
り
、屋

体
継
承
の
機
運
や
、地
域
活
動
へ
の
理
解
、さ
ら
に
は

若
者
の
帰
省
ま
で
を
も
促
し
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市では、平成27年9月に「南砺市人口ビジョン」と「南砺
幸せなまちづくり創生総合戦略」を策定し、地方創生の
取組みを始めました。折り返しの3年目を迎えた地方創生
の取り組みの現状や今後の見通しについて、今月から3回
シリーズでお届けします。
今回は、人口の状況についてお知らせいたします。

▽人口ビジョン
「南砺市人口ビジョン」は、将来目標人口を「2060年に
3万人」と設定し、施策の方向性を示した計画です。
平成29年10月現在、人口ビジョンの目標値よりも早いペ
ースで人口減少が進んでおり、初めて人口5万人を割りこ
みました。目標値の実績値との差が年々拡大しています。

▽人口の変動要因（単位：人）
計画1年目は、自然動態が目標値を
上回ったものの社会動態が大幅なマイ
ナス。計画2年目は、自然動態・社会動
態ともにマイナスでしたが社会動態の
マイナス幅が改善しています。
自然動態では出生数の伸び悩み、
社会動態では転出者数が目標値より
も過大であることが、人口減少のペー
スを早める要因となっています。

地方創生３年目の今

Check!!
人口ビジョンでは、直近の国勢調査の人口を基に、その後の人口増減（出生・死亡・転入・転出）を積み上げて人口を推計しています。
一方、広報なんと、市ホームページで掲載されている住民基本台帳による人口は、届出記録による住民の数であり、通勤・通学等で市外に
居住しているが住民票を移していない人の数も含むことなどから、本市では人口ビジョンよりも数値が大きくなっています。

総合戦略期間中の総人口推移

48,000

49,000

50,000

51,000

52,000

総合戦略開始
H27.10

H28.10 H29.10 H30.10 H31.10 総合戦略終了
H32.10

51,479

50,873

50,266
51,327

（人）

50,658

49,988
49,660

49,055

48,448

人口
（実績値）

人口ビジョン
（目標値）

実績値
…A

人口ビジョン
（目標値）
…B

差
（A−B）

実績値
…C

人口ビジョン
（目標値、想定値）
…D

差
（C−D）

計画１年目	
（H27.10～
　　H28.9)

自然
動態 ▲434 ▲473 39

出生 306 332 ▲26
死亡 ▲740 ▲805 65

社会
動態 ▲235 ▲130 ▲105

転入 1,032 1,062 ▲30
転出 ▲1,267 ▲1,192 ▲75

計画２年目	
（H28.10～
　　H29.9)

自然
動態 ▲478 ▲475 ▲3

出生 293 330 ▲37
死亡 ▲771 ▲805 34

社会
動態 ▲192 ▲129 ▲63

転入 1,061 1,063 ▲2
転出 ▲1,253 ▲1,192 ▲61
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「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
、80

歳
で
20
本
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う
8
0
2
0

運
動
に
続
い
て
最
近
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
＝
口
、フ
レ
イ
ル
＝
虚
弱
が
合
わ

さ
っ
た
言
葉
で
、簡
単
に
言
う
と
口こ
う

腔く
う

機
能

低
下
の
始
ま
り
を
示
し
て
い
ま
す
。実
際

に
は
、滑
舌
の
低
下
、食
べ
こ
ぼ
し
、軽
度
の

「
む
せ
」の
頻
度
増
加
、咀そ

嚼
し
ゃ
く

能
力
低
下
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。で
は
、オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
が
な
ぜ
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。そ
れ
は
、全
身
の
健
康
に
も
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

口
に
は
大
き
く
分
け
て
2
つ
の
機
能
が

あ
り
ま
す
。1
つ
目
は
食
べ
物
を
食
べ
る
こ

と
、2
つ
目
は
会
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
た
め
に
話
す
こ
と
で
す
。口
は

唇
・
頬
・
舌
・
喉
な
ど
様
々
な
組
織
が
う
ま

く
協
調
運
動
す
る
こ
と
で
機
能
し
て
い
ま

す
。加
齢
に
よ
り
筋
肉
が
衰
え
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、舌
や
口
を
動
か
す
筋
肉
や
そ
の
機

能
も
徐
々
に
衰
え
て
き
ま
す
。そ
う
な
る
と
、

食
事
の
際
に
「
う
ま
く
噛
む
こ
と
が
で
き
な

い
」、「
少
し
む
せ
や
す
く
な
っ
た
」と
い
う
問

題
が
出
て
き
ま
す
。ま
た
、う
ま
く
噛
む
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、食
べ
ら
れ
る
も
の
が
限

ら
れ
て
し
ま
い
、食
欲
が
低
下
し
て
低
栄
養

状
態
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

口
腔
機
能
を
向
上
・
維
持
す
る
こ
と
は
、

全
身
の
虚
弱
を
防
ぐ
た
め
の
土
台
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。歯
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、そ
れ
に
加
え
て
お
口
全
体
の
機
能

に
も
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。ま
ず
は
、食

前
に
舌
を
大
き
く
動
か
し
て
舌
の
運
度
を

し
、食
事
の
際
に
よ
く
噛
む
こ
と
で
口
の
周

り
の
筋
肉
を
動
か
す
な
ど
、普
段
行
え
る
小

さ
な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。ま
た
、歯
科
の
受
診
や
検
診
を
受
け
、

お
口
の
健
康
を
維
持
す
る
意
識
を
持
っ
て
、

自
身
の
健
康
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
健
康
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、

�

お
口
の
中
に
も
意
識
を
！
」

　南
砺
市
歯
科
保
健
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

南
砺
市
民
病
院
歯
科
口
腔
外
科
　
木
村
　
依
世

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

今
冬
は
、全
国
的
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
が

続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
罹り
か
ん患
と
重
症
化
予
防
を
目
的
に

助
成
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　■
変
更
後
の
接
種
期
間
終
了
日

　
　
　
　平
成
30
年
1
月
31
日（
水
）

▽
助
成
対
象
者
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
①
65
歳
以
上
の
方

　
　
（
昭
和
27
年
12
月
28
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

　
②�

60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

ま
た
は
免
疫
に
著
し
い
障
害
の
あ
る
方

▽
接
種
回
数	

1
回

▽
持
ち
物	

予
診
票

	
	

個
人
負
担
金
1
，3
0
0
円

※
南
砺
市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
接
種
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、接
種
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
医
療
機
関

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ	

福
光
保
健
セ
ン
タ
ー
　☎

1
7
6
7 
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
所（
主
）の
皆
さ
ま
へ

�

〈
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
〉

平
成
29
年
中
に
給
与
を
支
払
っ
た
事
業
所

（
主
）は
、全
従
業
員
の
給
与
支
払
報
告
書（
個

人
別
明
細
書
）を
作
成
し
、従
業
員
の
平
成
30

年
1
月
1
日
現
在（
退
職
の
場
合
は
退
職
日
現

在
）に
お
け
る
住
所
地
の
市
町
村
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

12
月
上
旬
に
送
付
し
た「
給
与
支
払
報
告
書

（
総
括
表
）」
を
添
え
て
1
月
31
日（
水
）ま
で

に
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。給
与
支
払

報
告
書（
総
括
表
）が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、一

般
の
総
括
表
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
は
、平
成
30
年
度
の
個
人

住
民
税
課
税
根
拠
と
な
る
重
要
書
類
で
す
。正

し
く
記
入
し
必
ず
提
出
く
だ
さ
い
。提
出
も
れ

や
提
出
が
遅
れ
た
り
す
る
と
個
人
住
民
税
の
賦

課
決
定
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、期
限
内

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
告
は
簡
単・便
利
な「e

エ
ル
タ
ッ
ク
ス

LTAX

」で
！

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム（eL
T
A
X

）を
利

用
し
た
電
子
申
告
受
付
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http

：//w
w
w
.eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
先

　
〒
9
3
2-
0
2
9
2

　
南
砺
市
井
波
5
2
0
　
南
砺
市
税
務
課

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

実
施
し
て
い
な
い
事
業
所（
主
）の
皆
さ
ま
へ

〈
富
山
県
と
県
内
全
市
町
村
は
、

�

住
民
税
の
特
別
徴
収
完
全
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
〉

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同

じ
よ
う
に
事
業
所（
主
）が
、毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら

個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
に
納

入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。地
方
税
法
な
ど
に
よ
り
所
得
税

の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
所（
主
）は
、特
別
徴
収
の
実
施

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
、特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な

い
事
業
所（
主
）は
、特
別
徴
収
の
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
メ
リ
ッ
ト

・�

従
業
員
は
金
融
機
関
で
納
税
す
る
手
間
が
省
け
、納
め
忘
れ

の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

・�
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
と
な
る
こ
と
で
納
付
1
回
あ
た
り

の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

※
税
額
は
市
町
村
が
計
算
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
納
期
特
例（
年
2
回
納
入
）

特
別
徴
収
は
、毎
月（
年
12
回
）納
入
が
原
則
で
す
が
、従
業

員
が
常
時
10
人
未
満
の
事
業
所
は
、申
請
に
よ
り
年
2
回
に
ま

と
め
て
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た

　平
成
29
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

　確
定
申
告
期
間
は
、

　平
成
30
年
2
月
16
日（
金
）〜
3
月
15
日（
木
）で
す

★�

市
内
で
行
う
確
定
申
告
相
談
・
住
民
税
申
告
日
程
な
ど
は
広

報
な
ん
と
2
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

積
雪
時
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、漏
水
の
発
見

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

漏
水
の
発
見
が
遅
れ
て
精
算
時
に
多
額
の
水
道
料
金
が
か
か
ら
な
い
よ

う
、次
の
点
に
注
意
し
て
、水
道
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う
。

漏
水
の
点
検

宅
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
た
状
態
で
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロッ
ト
マ
ー
ク
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
ゆ
っ
く
り

で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い
ま
す
。

市
指
定
の
水
道
工
事
店
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
位
置
の
確
認

雪
に
埋
ま
っ
て
も
水
道
メ
ー
タ
ー
の
位
置
が
判
る
よ
う
に
目
印
を
付
け
、冬

期
間
中
も
定
期
的
に
漏
水
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側
で

の
漏
水
は
、お
客
様
の
料
金
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、週
に
一
度
程
度
の
確
認

を
お
す
す
め
し
ま
す
。目
印
を
つ
け
る
こ
と
で
万
一
の
漏
水
の
際
、早
急
に
水

を
止
め
て
修
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
使
用
中
止
の
手
続
き
〉

冬
期
間
中
に
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合
は
、最
寄
り
の
行
政
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
使
用
中
止
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。市
職
員
が
閉
栓
い
た
し
ま
す
。水

道
の
使
用
中
止
・
再
開
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
2
千
円
の
手
数
料
が
必
要
で
す
が
、

中
止
期
間
中
は
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

（
お
ね
が
い
）�水
道
と
井
戸
水・山
水
を
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
の
使

用
中
止
に
つ
い
て
は
、下
水
道
業
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ	

上
下
水
道
課 

水
道
業
務
係	

☎

2
0
2
3

	

下
水
道
業
務
係	

☎

2
0
2
4

水
道
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う

パイロットマーク

問
い
合
わ
せ

　税
務
課 

市
民
税
係
　☎

2
0
0
5
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「 高校生から学んだ我がまちの未来像 」
　滋賀県東近江市で開催されたローカルサミットに参加した。今回が10回目
の開催で、4回目は南砺市で開催された。
　ローカルサミットとは「2008年から、全国の幅広い志民との連帯の中で地
域活性化の輪を拡げると共に、従来の人間中心の成長至上主義から自然との
共生・循環に立脚した価値観への転換を共有しようとする」もの。毎回幅広い
議論が行われ、様々な立場の方々とのネットワークが構築される大きな学びの
場でもある。
　著名な皆さんの提言や講演にも毎回感激するのだが、今回は地元高校生の

発表に大いに感動し、私たちが地域のために今後何をすべきか？を明確に教えてもらった気がした。
「私たちが考えた東近江市の未来」
１）東近江市の歴史や自然を学べる機会（場）を作ってほしい
２）歴史を大切にし、東近江の魅力をみんなに伝えて、みんなが住みたいという地域にしてほしい
３）東近江市の自然を守り、その資源を活用し、気持ちが安らぐような地域にしてほしい

　ふと、我が家に今も並ぶ祖父の45年前の愛読書「日本列島改造論／田中角栄著」を思い出した。
　角栄さんは「大都市が主人公の社会ではなく、人間と太陽と緑が主人公となる『人間復権』の新しい時代へ」と書い
ている。

市長の

最近は研修が連続してあり何週間か南砺
にいませんでした。いない間に雪が積もって
いてびっくりしました。雪は苦手だけど初雪を
見逃したと思ったら少し残念に思いました。
南砺に帰って友達と一緒に井波総合文化

センターで料理教室に参加しました。アメリカ
でも料理教室に行ったことがなかったので、と
ても新鮮な経験でした。日本の料理は、基本
からアメリカのと違う気がします。包丁の扱い
方から食材の煮方まで何もかもが違っていて
初心者に戻ったみたいな感じ。でもさっきも言った通り、私が料理をちゃんと習って
いないので正直下手なだけかもしれません。結局、「手伝う」というより「邪魔」だっ
たかもしれませんが、みんなと料理をするのが楽しく、作った料理は美味しかったで

す。機会があればまた参加したいです。
冬は暖かいこたつに引きこもりがちだけど、このような体験も良いですね。皆さん、楽しいイベントとかに行くと

きは私も誘ってね！

Ⅶ私の　
南砺市
滞在記●

南砺市国際交流員
ケイト・エラーホースト

Katherine　Ellerhorst

● 作り方�

①��人参は皮をむき千切
りに、小松菜は長さ
5cmに切る。

②��熱湯に小松菜の茎、
葉、人参の順に入れて
30秒～1分程ゆでる。

　��ざるに上げて水気を
切り、粗熱を取って
ボールに入れる。

③��生姜汁としょうゆを加えて全体がなじむように混ぜ、器に盛っ
て削り節をのせる。

食育コメント
　「食べること」は栄養補給の手段だけではありません。体を作ったり、健
康を維持増進する一方、味や香り、彩りや食感を楽しみ、食べながら会話を
楽しんだりといろんな意味を持っています。食習慣が様々な病気の原因を
招くこともありますが、食べ物を「噛むこと」で脳を刺激したり、だ液の分泌
をよくしたり、精神的に安定させたりとたくさんの効能があります。家族や
友人などと食卓を囲んで、3度の食事時間を大切に過ごしましょう！

食生活改善推進協議会　井波支部　橋場�英子さん

小松菜と人参の
　　生姜じょうゆ和え

●�材��料（2人分）�
小松菜��1/2束（150ｇ）
人参��� 1/2本（80ｇ）
生姜汁�����小さじ1

削り節����� 1/2パック
しょうゆ� ����小さじ2

【1人分あたりの栄養価】
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量
33kcal 2.4g 0.2g 6.1g 0.9g

食卓に野菜を
もう1品
食育リーダー
　 からのレシピ紹介

みんなで作った
キーマカレー麺、美味しかったです！

～ クッキングケイト ～
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道
の
駅「
た
い
ら
」で
の
開
始
式
に
続
い
て
、

道
の
駅
～
相
倉
集
落
を
結
ぶ
ル
ー
ト
で
5
日

間
に
わ
た
っ
て
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
実
証

実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。公
道
で
の
最
初
の
実

証
実
験
に
同
乗
し
た
南
砺
平
高
校
3
年
生
の

横
山
翔
馬
く
ん
と
平
本
優
香
さ
ん
は
「
最
初

は
不
安
で
し
た
が
、乗
っ
て
み
る
と
安
定
し
た

速
度
で
山
道
で
も
安
心
で
し
た
」、「
今
回
の

実
験
を
き
っ
か
け
に
高
齢
者
や
学
生
だ
け
で

な
く
、地
域
の
若
い
人
た
ち
も
公
共
交
通
に
興

味
を
持
っ
て
ほ
し
い
」、「
自
動
運
転
で
地
域
内

を
巡
回
す
れ
ば
地
域
の
人
だ
け
で
な
く
観
光

客
の
利
便
性
も
上
が
る
の
で
地
域
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
思
う
」と
述
べ
、中
山
間
地

に
お
け
る
人
流
・
物
流
の
確
保
と
新
た

な
観
光
の
流
れ
の
創
出
を
目
指
す
今
回

の
実
験
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
見
直
し
、男

女
が
共
に
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
は
、部
下
の
生
活
事
情
全
般
に
理
解
を
示
す「
イ
ク
ボ
ス
」

が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、7
月
か
ら
イ
ク
ボ
ス
宣
言
事
業
所
を

募
集
し
ま
し
た
。12
月
上
旬
ま
で
に
19
事
業
所
の
応
募
が
あ
り
、

じ
ょ
う
は
な
座
で
田
中
市
長
と
共
に
合
同
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。宣
言
式
で
は
、フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
安
藤

哲
也
代
表
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、改
め
て「
イ
ク
ボ
ス
」の
意
義

を
学
び
、「
な
ん
と
！
や
さ
し
い
子
育
て
応
援
企
業
」の
優
良
企
業

3
事
業
所
へ
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
ク
ボ
ス
宣
言
事
業
所（
50
音
順
・
○
は
子
育
て
応
援
表
彰
企
業
）

○
安
達
建
設
㈱
、コ
マ
ツ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
㈱
、立
野
原
建
設
㈱
、中
越
興
業
㈱
、チ
ュ
ー

モ
ク
㈱
、得
能
建
設
工
業
㈱
、と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ
㈱
、（福）
南
砺
市
社
会
福

祉
協
議
会
、南
砺
市
役
所
、○
日
本
ソ
フ
テ
ッ
ク
㈱
、日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱
、

㈱
福
光
組
、○
㈱
北
陸
銀
行
城
端
支
店
、（
一
財
）北
陸
電
気
保
安
協
会
と
な
み

野
営
業
所
、㈱
丸
泉
、㈱
丸
米
製
菓
、道
の
駅
福
光
㈱
、㈱
森
組
、㈱
山
秀
木
材

地
元
の
豊
か
な
地
場
産
食
材
を
使
用
し
た
美
味
し
い
学
校
給

食
を
通
じ
て
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
南
砺
市
。今
回
は
、「
な
ん
と
世
界
遺
産
給
食
」と
銘
打
ち
、昨

年
城
端
神
明
宮
祭
の
曳
山
行
事
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た「
城
端
曳
山
」と
、平
成
7
年
に
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
五
箇
山
合
掌
造
り
集
落
を
イ
メ
ー
ジ
し

た「
五
箇
山
」の
2
つ
の
統
一
献
立
が
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校

で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。曳
山
の
大
き
な
車
輪
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

「
大
車
輪
焼
き
」や
五
箇
山
の
四
季
を
題
材
と
し
た
地
物
野
菜
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
に
元
気
な
南
砺
っ

子
た
ち
が
満
足
の
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

？？？

！

道
の
駅「
た
い
ら
」を
拠
点
と
し
た

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実
証
実
験

�

11
月
26
日
㈰
〜
30
日
㈭

南
砺
市
合
同
イ
ク
ボ
ス
宣
言
式

な
ん
と
世
界
遺
産
給
食

�「
城
端
曳
山
」「
五
箇
山
」に
舌
鼓

11
月
30
日
㈭
、12
月
7
日
㈭

12
月
14
日
㈭
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